
 

 

 

 

 

 

昭和２０年、３０年代に作られたペチャベー。 

人気球団が多いのはベーゴマにありがち。 

角六よりずっと薄いよね、回せるかな。 

 

 
女流は智穂子ちゃん、小学生はグッチが二冠王に 

 観測史上最大級の台風２２号が過ぎ去った１０月１０日（日）、北町

小学校は何事もなかったかのように私たちを迎えてくれた。しかし、初

参加者がタイトルを奪うというジンクスはまだ生きていた。 

 名人戦が終盤に入り、いよいよ熾烈な争いになってきた。最終戦を残

し暫定トップのトシは８１点で、２位以下は１３位のＲＹＯ加藤までと、

ミラクル澤村を加えた１３人がトップになる可能性を残している。最終

戦当日に相手が欠席した場合は不戦勝となり勝点３が入るので、これが

優勝争いに大きく影響しそうだ。 

 さて、「初代干支王戦」ＮＩＢ１３個目のタイトルとはずいぶん作った

ね。４大タイトルで始めたのが２年半前、それでもなかなか取れないも

んだ。ま、いっか。予選参加者は３３名、トップ通過はダイゴ、ナベ、

松ちゃん、超人後藤、ラッキー会長、智穂子ちゃん、コバチャンの７名。

２位通過はヒロ藤原、グッチ、ホッシー、中島名人、イクヤ、鉄人大竹、

六角ベー渡部。そしてワイルドカード（Ｗ・Ｋ）で勝ちあがったケイタ

師岡、トシ田口を加えた１６名が決勝リーグに挑む。いやー智穂子が強

い、３人ともすっ飛ばし１位通過だ。コバもすっ飛ばし２発の３連勝は

勢いがある。したたかなトシはＷ・Ｋ上がりながらトップ通過、渡部はリキ勝ちで着実に得点を重ねる。 

 そして決勝トーナメント。いつになく好調なラッキーだが渡部の前にリキ負け。ガックリひざを落とす。ト

シにリキ勝ちし、成長いちじるしいグッチは小学生の部優勝を決める。それもつかの間、そのグッチは渡部に

リキ負け、決勝進出はならなかった。方や小２ながら決勝Ｔに進出したダイゴだが、コバにすっ飛ばされ敗退。

惜しいなあ、右投げなら勝てるぞ。今期まだノンタイトルの超人、そろそろ来てもいいころだが、智穂子に一

発ですっ飛ばされる。一瞬、凍りつく超人、弾む平井姉妹。いいもんダネ、若い子の笑顔と歓声は。これにて

智穂子ちゃん女流王決定！勢いのまま智穂子ベーはコバベーをも鋭くはじくが、これをコバベーがへりでギリ

ギリ残し、六甲下ろしで逆襲。コバチャン、ジョークはやわらかいが勝負には辛いね。そうして迎えた決勝３

番勝負、渡部ＶＳコバ、どちらが勝っても初優勝だ。両足をそろ

えて渡部が投げ込む。ふたつのベーは突き合うが飛ばすほどの威

力はなく、リキ戦になり渡部が１勝。コバの口数が少なくなる、

なぜならコバベーはリキ戦用には作っていない、勝つ方法が見つ

からないのだ。再び両者が投げ入れる。しかし渡部丸ベーは相手

の力を吸収し、リキ戦に持ち込む。会場を静寂が包む、まるで静

止画のようだ。ふたたびリキに勝る渡部丸ベーが残り、２連勝で

初代干支王を手に入れる。初参加者が勝つんだなあ。でも丸ベー

はどうかなあ。飛ばし合おうぜえ。 
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